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当
組
合
の
健
金
な
運
営
と

皆
様
の
御
尽
力
に
感
訓

組
〈口長
理
事
　
金
　
倉

福

組
合
員
の
皆
様
に
は
其

の
后
御
健
勝
に
て
二
〇
〇

三
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
台
風
二
十

一
号

の
襲
来
に
依
り
園
施
、
家

屋
等
に
当
鹿
行
地
域
は
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

其
の
后
当
組
合
と
し
て
連
合
会
と
の
合
同
評
価
に
当
た

り
、
評
価
書
の
事
務
的
処
理
を
し
、
休
日
返
上
、
超
勤

等
に
依
り
十

一
月
上
旬
に
て
適
正
な
評
価
書
の
提
出
、

そ
の
間
県
連
合
会

へ
の
被
害
状
況
を
報
告
、
早
期
支
払

の
実
現
で
対
応
し
、
お
陰
様
に
て
十

一
月
下
旬
に
各
指

定
の
個
人
名
義
口
座
に
支
払
い
を
完
了
し
ま
し
た
。
共

済
組
合
と
し
て
も
早
期
支
払
、
補
て
ん
の
充
実
が
尤
も

重
要
視
さ
れ
る
機
関
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
后
も
農

業
者
各
位
の
経
営
安
定
に
尚

一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

尚
当
組
合
の
新
事
務
所
新
築
工
事
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
鹿
嶋
市
武
井
地
内
に
役
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
昨

年
十
二
月
十
三
日
に
起
工
式
を
執
行
し
、
平
成
十
五
年

七
月
に
竣
工
す
る
計
画
で
目
下
の
と
こ
ろ
工
事
に
着
手

致
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
合

併
時
に
本
所
を
鹿
行
地
域
の
中
心
地
に
建
設
す
る
と
云

う
基
本
合
意
に
基
づ
き
決
定
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
、

支
所
を
廃
止
し
今
后
職
員
の
合
理
化
を
含
み
、
検
討
さ

れ
、
又
財
政
改
革
の

一
環
を
基
本
と
し
て
経
費
等
の
削

減
に
今
后
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
に
は
何
卒
御
認
識
の
上
、
今
后
事
業
の
引
受
向
上

に
尚

一
層
の
御
協
力
御
支
援
を
切
に
お
願
い
を
し
、
益

々
の
御
健
勝
を
念
じ
つ
つ
、
御
報
告
の

一
端
を
述
べ
御

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
事
務
所
建
設
に
向
け
て
平
成
十
三
年
六
月
十
九
日
に
事

務
所
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討
を
か
さ
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
手
続
き
が
完
了
し
平
成
十
四
年
十
二
月

十
三
日
に
鹿
嶋
市
長
　
内
田
俊
郎
氏
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

出
席
に
よ
り
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
着
工
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

十
五
年
七
月
完
成
予
定
で
す
。

起
正
式
に
て
鍬
入
れ
を
す
る
金
倉
組
合
長´

建設地 :鹿崚市式丼宇出口196310 11

_ _北浦大橋 ― ―
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2003年 年男 0年廿のLL様に

今年の抱負をうががいました。

夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
男

・
年
女

で
す
。

今
年
は
お
金
を
食
べ
な
い

一

年
に
し
た
い
で
す
。

今
年
は
年
女
。
そ
し
て
長
女

の
中
学
入
学
と
い
う
こ
と
で
、

家
族
に
と

っ
て
も
、
自
分
に
と

っ
て
も
心
に
残
る
年
に
な
る
よ

う
に
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

一
年
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

去
年
は
、
無
登
録
農
薬
に
大

き
く
揺
れ
た

一
年
で
し
た
が
、

安
心
で
安
全
な
お
い
し
い
イ
チ

ゴ

・
メ
ロ
ン
作
り
に
頑
張
り
ま

す
。今

年
こ
そ
、
長
男
に
お
嫁
さ

ん
を
と
思

っ
て
い
ま
す
。

養
豚
業
を
、
夫
婦
で
営
ん
で

い
ま
す
。

年
々
厳
し
く
は
な

っ
て
い
ま

す
が
今
年
も
夫
婦
仲
良
く
健
康

に
気
を
つ
け
て
頑
張

っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〉

今
年
還
暦
を
迎
え
、
今
ま
で

歩
ん
で
来
た
人
生
を
振
り
返
り

反
省
し
て
、
又
新
た
な
夢
と
希

望
を
持

っ
て
第
二
の
人
生
を
過

ご
し
た
い
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

本
年
も
家
族
全
員
が
元
気
な

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康

に
留
意
し
て
い
き
た
い
と
思

い

ま
す
。

鹿嶋市

郡司  実さん

(48才 )

鉾田町

大貫まり子さん

(48才 )

潮来市

久保  巌さん

(60才 )

鉾田町

市村 照代さん

(36才 )

旭 村

窪   優さん

(72才 )

Jヒ丼彗田I

萩原 三郎 さん

(48才 )
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落

雷

事

故

八
月

一
日
に
落
雷
が
多
発
し
管
内
に
お
い
て
、
二
八

三
件
の
事
故
受
付
を
し
ま
し
た
。

家
電
製
品
等
は
落
雷
に
弱
い
も
の
で
す
。
家
具
類
に

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た

「そ
ん
な
に
家
具
は
な
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
も

多
く
、
加
入
額
が
少
な
い
こ
と
か
ら
事
故
の
際
十
分
な

支
払
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
評
価
額
い
っ
ぱ
い
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
す
み
や
か
に
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

鹿
行
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

8月 1日の落雷事故受付状況

北鹿島支所

南鹿島支所

行 方 支 所

計

住宅の面積や家族構成により,評
価額が決まります。皆さんもご家

庭の評価額を確かめて見て下さい。

内 訳 金 額

共通家具 1,400

家族家具 280

合 計 1,680

0加λめ仕方ぞこんf31二違う′0

[例2]評価額 1,680万  加人金額 500万

[落雷事故の共済金支払例 ]

0電話,テ レビが故障し20万の損害を受けた場合
[例 1]評価額 1,680万  加人金額 1,500万

0あ f3た め家具類13?0
(例 )住宅面積 45坪

家族構成 夫婦,祖父,小学生 1人 (4人家族)の場合

世帯主夫婦 2人の

標準評価額

加 入 割 合 支 払 率 損 害 額 支払共済金

1500万÷1,680万 =89%
100%

※加入割合が80%以上は100%
200,000円 200,000円

加 入 割 合 支 払 率 損 害 額 支払共済金

500万 ■1,680万 =29%
1,680万 ×80%=1,344万

500万 ■1,344万 =37202%
200,000円 74,404円

・計算式 200,000円 ×37202%
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台
風
二
十

一
暑
に
よ
る

共
済
金
早
期
支
払

ハ
ウ
ス
倒
壊

記
録
的
な
暴
風
を
伴

っ
た
台
風
二
十

一
号
が
十
月

一
日
夜
、

関
東
地
方
を
縦
断
し
太
平
洋
に
沿

っ
て
北
上
、
管
内
に
大
き

な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
、
当
組
合
管
内
で
は
園
芸
施
設
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

収
穫
可
能
な
作
物
の
残
る
施
設
は
復
旧
さ
れ
た
が
、
収
穫

で
き
な
い
施
設
は
今
も
壊
れ
た
ま
ま
で
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

管
内
の
被
害
状
況
は
、
加
入
棟
数
の
二
割
に
相
当
す
る
被

害
が
発
生
。

当
組
合
で
は
総
力
を
あ
げ
て
被
害
の
と
り
ま
と
め
を
行
い

十

一
月
二
十
九
日
、
被
災
農
家
に
共
済
金
を
支
払
完
了
し
ま

し
た
。

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
組
合
員
の

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

加

入

者

の

声

波
崎
町
矢
田
部

原

　
　
一敏
田
〓
さ
ん
　
加
入
棟
数

　
一大．『

′ヾ
棟

・イ
ブ
ハ
ウ
乙

（三
九
才
、
ピ
ー
ア
ン
五
五
こ

「被
害
が
あ
っ
た
直
後
は
、
呆
然
と
し
て
何
も
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
」
大
形
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
、
バ
イ
プ
ハ
ウ
ス
も
大
半

を
失
う
、
収
穫
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
後
の
経
営
を
組
み

立
て
直
し
た
い
。
時
間
を
か
け
れ
ば
い
い
考
え
も
浮
か
ぶ
だ

ス
ィ
つ
。

共
済
加
入
に
よ
り
、
共
済
金
も
い
た
だ
き
ほ
ん
と
頼
り
に
な

る
し
、
励
み
に
も
な
り
共
済
金
及
び
自
己
資
金
等
に
よ
り
、

今
後
　
復
旧
に
向
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

波
崎
町
西
須
田

糸

日
谷

　

進

さ

ん
　
加
入
棟
数

一二
棟

実

型
｝

⌒七
二
才
、
ピ
ー
マ
ン
二
〇
こ

大
型
ハ
ウ
ス
ほ
ぼ
全
壊

「
こ
ん
な
大
き
な
台
風
被
害
は
初
め

て
だ
」
お
先
真

っ
暗
だ
が
、
共
済
金
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を

基
に
自
己
資
金
で
再
建
に
入
っ
た
。　
一
時
は
農
業
を
や
め
よ

う
か
な
と
思
っ
た
が
　
共
済
が
ほ
ん
と
頼
り
に
な
っ
た
。

波
崎
町
十
町
歩

原

　
　
秀

士
口
さ

ん

　
加
入
棟
数

　
社
鵜

プ
）内
作
加
入

（四
九
才
、
ビ
ー
マ
ン
八
〇
こ

一
夜
に
し
て
ハ
ウ
ス
の
大
部
分
と
、
収
穫
中
の
ビ
ー
マ
ン
及

び
年
明
け
に
収
穫
予
定
の
ビ
ー
マ
ン
を
失

っ
た
事
が
大
変
シ

ョ
ツ
ク
で
あ
っ
た
。
通
常
、
毎
年
売
上
げ
の
二
割
程
度
を
資

材
等
に
計
画
、
被
害
に
よ
り
県
農
林
漁
業
災
害
対
策
特
別
措

置
条
令
に
よ
り
、
融
資
の
中
し
込
み
を
す
る
。
残
り
は
、
共

済
等
に
よ
り
、
復
旧
に
向
け
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
手
が
け
は
じ

め
る
。
共
済
加
入
に
よ
り
　
作
物
の
被
害
も
見
て
い
た
だ
き
、

経
営
に
は
ん
と
に
助
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲ ま 払 状 況 ▼

支所名 支払戸数
(戸)

被害棟数
(棟) (円 )

支払金額

北鹿島
０
る

Ｏ
Ｏ

０
０ 1,831 88,077,537

南鹿島 604 3,260 280,662,948

行 方 226 723 52,489,807

合計 1,212 5,814 421,230,292
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農
業
其
済
活
睦
催
推
違
事
業

当
組
合
で
は
、
農
業
共
済
活
性
化
推
進
事

業
と
し
て
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
、
管
内

イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
参
加
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
麻
生
町
で
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
産
業
文
化
祭
に
、
十

一
月
二
日
～
三

日
の
二
日
間
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

組
合
に
関
す
る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
協
力
を
頂
い
た
方
に
く
じ
を
引
い
て
も
ら

い
景
品
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

●
■
■
〓
二
十
二
薄
絆
年
■
●

，
〓
■
■
績
考
等
ニ
キ
■
■

・

農
業
災
害
補
償
制
度
施
行

五
十
五
周
年
記
念
特
別
表
彰

○
農
業
共
済
功
績
者

堀
田
政
雄

（鉾
田
町
）

馬
場
安
雄

（神
栖
町
）

〇
五
十
五
周
年
　
永
年
勤
続
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織

勢
　
子
　
秋
　
雄

（大
洋
村
）

大
　
輪
　
良
　
明
（玉
造
町
）

職
員
永
年
勤
続

藤
　
　
　
博

（総
務
部
長
）

崎
　
桂
　
子

（北
鹿
島
支
所
　
係
長
）
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高 佐

《締切》平成15年 2月 28日 (当 日消印有効)

F・l題

鹿行農業共済組合の管内市町村数は ?

○にはいる数字をお答え下さい。

《応募方法》

はがきで,左記事項を記入のうえ鹿行農業共済組合 広報係

までご応募ください。

正解者の中から抽選で5名の方に粗品をプレゼントいたします。

イク
]ヒ堕130「 312

行
方
郡
麻
生
町
麻
生

二
七
四
四
―
二
三

鹿
行
農
業
共
済
組
合

広
報
係

行

◇
問
題
の
答
え

○
市
○
町
○
村

◇
広
報
紙
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
対

す
る
ご
意
見
ご
要
望

◇
住
　
所
　
　
◇
電
話
番
号

◇
氏
　
名
　
　
◇
職
　
業

◇
年
　
齢

´

玉
造
町
若
海

原

田
　
勝
紀

さ
ん

２
十
八
こ

久
子

さ
ん

含
一十
八
こ

ど
夫
妻

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
イ
チ
ゴ

（と
ち
お

と
め
）
四
〇

ａ
を
両
親
と
と
も
に
品
質
に
こ

だ
わ
り
を
も
ち
、
熱
心
に
我
培
す
る
若
手
経

営
者
．
特
技
は
ゴ
ル
フ
で
、
年
二
回
行
わ
れ

て
い
る
玉
造
町
イ
チ
ゴ
部
会
コ
ン
ペ
で
は
、

共
済
組
合
職
員
も
数
名
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

て
お
り
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

原
田
さ
ん
は
毎
回
の
様
に
優
勝
幹
事
を
務
め

る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
る
。

表彰を受ける堀田副組合長

表

1氏

紹
介

編 集 後 記

組合もより充実した広報紙作

りに努めていきたいと思いま

すので,皆様からの御意見等

をお待ちしてお ります。


